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専修学校留学生の学びの支援推進事業 令和５年度予算額 174百万円
（前年度予算額 174百万円）

背景 課題あああああああああああああああああああああああ
あああああああああああああ

日本再興戦略における「留学生30万人計画」に基づき、専修学校においては、専修学校、日本語教育機関及び諸外国の教育機関並びに産業界が一体となり各地域
における外国人留学生等の戦略的受入れに向けた体制整備を進めてきたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、留学生の我が国への入国が容易ではなく
なっており（R2年度日本語教育機関の入学者数は前年度比47.6％：全専各連調べ）、これまで専修学校が築き上げてきた留学モデルは、機能しなくなる恐れがある。
一方で我が国にとって優秀な留学生を確保することは生産性の維持・向上の観点からも死活的に重要であり、入国すらできない留学予定者や母国へ一時帰国している
留学生のため、当面、母国にいながらにして遠隔授業で学習を行える環境の整備、留学生の学びを支える学習コンテンツの開発や学習サポートが不可欠な状況である。
新型コロナウイルス感染症の影響の長期化や新たな危機に備える観点から留学生をトータルパッケージで支援する新たな仕組みを構築することが重要である。

事業内容

背景・
課題

①コロナ禍を踏まえた各地域における外国人留学生の戦略的受入に向けた体制整備
●コロナ禍を契機として、母国で主にオンラインを通じて学習するためのコンテンツ開発や
学修サポート体制を構築するとともに、現地の教育機関などとも連携し、母国での学修
を評価し、来日以後の残りの学修、就職支援までをトータルパッケージで支援するモデ
ルを構築する。

●件数・単価：６箇所×約２１百万円

②分野横断連絡調整会議の実施
●各取組の進捗管理及び連絡調整を行い、事業成果を体系的にとりまとめるとともに
普及・定着方策を検討、展開する。

●件数・単価：１箇所×約２１百万円

③継続的な外国人留学生の状況調査
●専修学校の外国人留学生の継続的な実態把握のため、留学動向やその後の就職
状況について、全国的な調査・分析を実施し、上記の取組に反映させる。

●件数・単価：１箇所×約２６百万円

遠隔授業による教育の提供と学習成果
の評価

オンラインでの教員との面談、留学生同
士の交流

実習やインターンシップ等、技能・技術
を修得させる教育プログラムの実施
国内企業とのマッチング・定着支援

（進捗管理、連絡調整、普及定着方策の実施）

（留学の受入れ状況や就職状況の調査・分析を実施）※ 事業期間：いずれの取組も令和３年度～令和5年度

専修学校において、社会や企業ニーズに則
した実践的な職業人材を輩出することにより、
我が国の労働生産性の向上及び生涯を通
じた学習機会の拡大に寄与する。

初期：専修学校における受入れ留学生の確
保・増加

中期：専修学校における留学生の受入人数や
就職率の向上

留学生受入れに係るトータルパッケージ化した
モデルの構築 ⇒ ６地域

訪日前オンライン教育受講者数 ⇒ 300名
（６地域×50名）

アウトプット（活動目標） アウトカム（成果目標） インパクト（国民・社会への影響）
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